
2020年 8月 22日 

 

 

8/10 オオハンゴンソウ（馬返し） 

 

8/15 アイノミドリシジミ（小田代） 

 

8/22 ハンゴンソウ(赤沼) 

 

8/19 小田代原 

 

8/20 ギンリョウソウモドキ（日光植物園） 

概略 諸般により満足にフィールドに出られず、一月振りの更新となった。 

前回の更新時には夏の盛りであったが、既に奥日光は秋風が吹き始めている。 

今年は奥日光がラムサール条約の登録地となって 15周年。日光旬旅倶楽部では、これ

を記念し、8/15からガイド付きのショートツアーを実施している。当館のガイドは初

日を担当。朝の回ではアイノミドリシジミが木漏れ日に青く輝く翅を煌めかせながら

群舞し、午後は人も少なくなった小田代で傾きかけた日差しに照らされる貴婦人がそ

の白さを際立たせ、参加者の方は自然の織り成す光景に目を奪われていた。新型コロ

ナの対策として各回 10名を上限としており、事前申し込み制だが、当日でも参加可能。

各月 4日・10月まで実施。       問）日光おでかけサロン 0288-54-2700 

馬返し付近から奥日光までの各所でオオハンゴンソウが群落を作っている。夏らしい

花だが北米原産の特定外来生物。在来のハンゴンンソウも奥日光各所で開花している

が、花の趣は異なり、切れ込みの深い葉が幾分似ている。 

日光植物園ではギンリョウソウモドキや、キレンゲショウマが間もなく開花。 

7/28 地域のガイドにより、日光自然ガイド協議会が発足。ガイド技術の向上やより

深い日光の魅力の PR、ガイド業を活用した地域振興等目的とし、当館も加盟している。 

 

※この情報はＷＥＢ上からダウンロードできます。【奥日光小西ホテル → ネイチャーツアー 下部】 


